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東コーカサス地方史『エラムの薔薇園』にみる
　　　　　　　　歴史認識と地理認識

塩野崎信也

は　じ　め　に

　アッバース・ゴリー一・アーガー・ゴドスィー（‘Abbas　Qoll　Aqa　Qodsi／Abbasqulu　aga

QUdsi）1），またの呼び名をバキュハノブ（13akixanof／Baklxanov）は，19世紀前半の粟

コーカサス地方2＞を代表する知識人である。彼は，1791年までバクー　（BakO／Baki）の地

方轡主の地位にあったミールザー・モハンマド・ハーンII世（Mlrza　Mol］ammad　Xan－e

tanl）を父に持つ。バキュハノフという呼び名は，　Baki－xan℃vのように分解でき，すな

わち，バクーのパーーン（xan）に連なる彼の出農に由来している。

　現在，彼に対しては「アゼルバイジャンにおける科学的歴史学の祖」［rH：3］など，高い

評価が与えられている。また，アゼルバイジャン別立科学アカデミー一の歴史学部門は，彼の

名を冠して「A・バキュハノブ記念歴史学研究所（A．Bakixanov　adma　Tarix　lnstitutu）」

と命名されている。彼は，同国の代表的な歴史家として，璽要視されているのである。

　バキュハノブは，1794年，バクー近郊の村で生まれた。少年時代は，バクーやグバ

（Qobbe／Quba）のウラマーのもとで，イスラーム神学やアラビア語，ペルシア語などを学

んだ。1820年にはmシア軍に任官し，翌年から翻訳官としてトビリシのロシア軍司令部で

の勤務を始めている。1828年のトルコマンチャーイ条約の交渉会議にも，翻訳官として出

席した。1835年以降はグバに居住し，1847年に死去するまで，精力的に執筆活動を行った。

彼には，ペルシア語，ロシア語，アラビア語，アゼルバイジャン語の著作があり，その分野

も，歴史学，地理学，醤語学，論理学，哲学，天文学，詩など，非常に多岐にわたっている3）。

　そのバキュハノブの代表的な著作が，『エラムの薔薇園Golestdin－e　Erα7η』4）である。古

代から19世紀初頭までの出来事を扱ったペルシア語による「東コーカサス地方史」で，

1）　いくつかの人名・地名に関しては，スラッシュを用いて原語を並列記載した。その場合，左は

　ペルシア語による蓑記を，右はラテン文字のものはアゼルバイジャン語の，キリル文字のものは

　ロシア語の表記を示す。

2）　「菓コーカサス地方」という語に関しては後述。

3）　彼の生涯とその作品の詳細は，AxMelloB　1983；GE　21vii－xv；rK：3－8を参照。

4）　エラム（イラム）は，『クルアーン』でも言及される伝説上の地名。「楽園」「理想郷」として連想

　される。そのため，rエラムの薔薇副は，「薔薇の【咲く理想郷jr地上の楽園」といった意味になる。
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図1　東コーカサス地方とその周辺

　　点線は現在の国境（①～⑤は現ロシア連邦：①カバルダ・バイカル共和国②北オセチ
　　　ア・アラ＝ア共和国③イングーシ共和国④チェチェン共和国⑤ダゲスタン共和国）

1841年に完成した。とりわけ18世紀後半を扱った第5章は，利用価値が高い。

　本稿は，その前文および序章の全訳である。前文では，歴史学の意義や方法論　『Xラム

の薔薇園』の執筆意図が提示される。序章は，東コーカサス地方の歴史・地誌の概略である。

彼の歴史認識・地理認識が端的に表れているこれらの箇所の翻訳を示すことで，19世紀前

半のコーカサス地方における一知識人の内面世界を窺い知ることが可能となろう。

1　解題　バキュハノブと『エラムの薔薇園』

1　底本について

筆者の知る限り，『エラムの薔薇園』には3種類の校定本が存在する［GEI，　GE2，　GE　3］。
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これらは全て，アリーザーデ氏の校定によるものであり，本文の内容は基本的に同一である。

今圃の翻訳に際しては，出版琿が比較的新しく，より写本の表記に忠実で，丁寧な編集が行

われているGE　2を底本として利用した。

　また，補助的にではあるが，2冊の写本も利用した［M－49，B一・2268］。ともにアゼルバ

イジャン国立科学アカデミーのM・フユズユリー記念写本研究所に保管されているもので，

上述の校定本でも利用されている。M一・49は，17×20　cm，121葉であり，1260／1844年に

完成した。B一　2268は，18　x　23　cm，77葉であり，完成年は不明である。

　『エラムの薔薇園』には，バキュハノブ自身の手によるロシア語訳が存在し，ブ＝ヤトフ

氏の編註によって刊行されている［r瑚。その内容は，基本的にペルシア語版と一致するが，

三昧深い相違点も見られる。また，現代アゼルバイジャン語への翻訳（一部は抄訳）もされ

ており，ラテン文字表記のもの［∂skerli（tn）2000］とキリル文字表記のもの［∂CKeP」lx

（Hep．）2001］が出版されている。

　また，2009年12月には，英語への全訳（底本はGE　1）も出版された［Floor＆Javadi

（tr．）2009］。しかし，その出版が本稿の準備期間と前後したこともあり，今回の訳出にあ

たっては確認程痩に利用したのみである。非常に優れた翻訳ではあるが，一方で，原文に忠

実な翻訳とは言い難い箇所や，筆者の訳とは解釈が異なる箇所がところどころに見られる◎

ただし，紙幅の関係もあり，それらを1つ1つ指摘することはしていない。

　2　文体の特徴

　『エラムの薔薇園』は，非常に簡潔な文体で書かれている。同時代や先行する時代のペル

シア語史書に多く見られる，美文調の比喩表現や，対句，韻にこだわった表現は，ほとんど

使われていない（前文のみ例外で，美文表現が多く冤られる）。この点に関しては，著者自

身が「平易で簡潔な表現によって内容を記述」した，と述べている通りである［GE　2：3〕。

一方で，『エラムの薔薇園』では，単語の省略が非常に多く，語法に独特な部分もあるため，

必ずしも読解は容易ではない。

　次に年代表記に関して。『エラムの薔薇園』では，多くの場合，「年」を意味する4i．A（sane）

という単語の上下に数字で年代が記される。写本によって，また，箇所によって異なるが，

多くの場念，上にヒジュラ年，下にユリウス年が記される。また，その後さらにペルシア語

の数詞を用いて，あらためてヒジ＝ラ年が記される場合が多い（図2参照）。まずヒジュラ

暦を示し，そこにユリウス暦を付けカ1】えるという年代表記の方法は，rrシア語版でも二様で

ある。また，第5章では月Bまで記されることが増えるが，その場合，ヒジ＝ラ太陰暦では

なく，ユリウス暦による日付が用いられている。

　『エラムの薔薇園』には，ロシア諮に由来する単語が多く導入されている。それらの語の

転写に関して例外なく当てはまる規則を見出だすことはできないが，大まかに書って，次の

ような三二が見られる。まず，mシア語において愚鷺が付される箇所には，長母音を示すア
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図2　年代表記の例

ラビア文字があてられる場合が多い。ただし，無アクセントの母音（とりわけ軟母音）は，

文字表記上，しばしば無視される。例えば，EKaTepvaHaはYQA　T　RYNA，　reHepaπ一

Ma蜘p　By鯉aKoBはJNRAL　MAYVR　BVL（｝AKVF，　HpoKomwtはPRAKVPYと転写さ

れる［GE　2：13，209，226］。これらは，それぞれYaqatariRa，　Janaral　May6r　BitlgakOf，

Prδ1〈itpiのように，短母音を適切な箇所に補いっっ読むものと思われる。

　この例からも分かるように，バキュハノブの転写法は，単純な文字の置き換えではない。

語末子音の無声化をはじめとするロシア語の発音規則は基本的に守られ，また，軟子音と硬

子音の区別，無アクセント母音の発音変化なども意識されているように思われる。綴り掌を

ある程度意識しながらも，実際の発音の方をより璽労した転写法であると言えよう。

　3　バヰユハノブの語る「歴史学」

　バキュハノブは，『エラムの薔薇園』を「歴史学（‘elm－e　tarlx）」の作品とし，その意義

や方法論を，前文において簡潔に解説している［GE　2：2－4］。彼は，　f過去の出来事の経

緯こそ，未来への訓示」と喝破し，「歴史学は，人々を，品行の方正さと学識への通暁，実

生活における利益と慎み深い教養へと導く」と雷明する。すなわち，教養・学識の獲得と，

現在や未来に対する教訓が，歴史学の目的と論ずるのである。

　そして，彼は，「諸々の事件の前後関係に留意すること」，「特定の民族に対する贔贋翼や，

特定の欄に対する支持を避けること」，「信頼のおける言葉をそれぞれの内容の論拠とするこ

と」を心掛けたと述べる。また，叙述の情報源，すなわち史料として彼が利用したのは，

「様々な著作物，スルターンたちの勅令，貨幣の銘文，建物の遺構，色々な人々の発雷」で

ある。そして，それぞれの情報に相違が生じた場合は，「理性に基づいた類推と推論の力に

頼」つた，としている。このあたりは，現在の歴史学の方法論と通ずる点も多い。

　さらに，「実際の出来事の話の他に，架空の話もまた我々にとって好ましい」とする。実

際，彼はこういつた神話的・伝説的な情報を多く収集し，読者にその一部門紹介している。

しかしながら，それらは，あくまでも“伝説”として紹介されるのみであり，“歴史的な事

実”とは畷確に区別されている。その意味でも，『エラムの薔薇園』の記述は，「理性に基づ

いた」とする彼の言葉に違わぬものとなっている。

　フィクショナルな要素に対する彼の態度が端的に窺えるのが，18世紀後半のグバの地方

鷺主，ファトフ・アリー・ノx一ン（Fa蜘‘Ali　Xan）〔cf．塩野崎2010〕の出自に関する記述
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である。バキュハノブの父ミールザー・モハンマド・ハーンIII世は，ファトフ・アリー・

ハーンの甥（姉妹の子）であると同時に，娘婿でもあった5）。バキュハノブは，自身とも深

い撫縁関係を持つこの人物に対して，崇敬・憧憬の念を少なからず抱いていたようである。

　さて，18世紀後半から19世紀前半に書かれたペルシア語文献の中には，ファトフ・ア

リー・ハーンの出密に触れているものがある。それらは，例えば，「その系譜はアヌーシー

ラワーン6）にまで遡る」［MT：190］，「殉教したサイイドであるハムザ7）の娘の子孫，と言わ

れる」［BS二415］など，伝説的な要素を多く含むものである。一方で，『エラムの薔薇圏』

に記された彼の系譜は，17世紀後半にグバ知事に任命されたホセイン・ハーンに遡るのみ

で，上で述べたような情報には一一切触れていない〔GE　2：156－1573。バキュハノブの理性

的・実証的な学問態度が際立っ事例と言えよう。

　さて，『エラムの薔薇園』の本文は，非常に多様な情報源に基づいて記述されている。注

囲すべきは，それら情報源の中に，古代ギリシア・ローマの著作家たちの作品や，岡時代に

おけるヨーロッパの東洋学者たちの研究成果が含まれている点である。これらの“新知識”

は，ロシアを経由してもたらされた：ものであった。そして，バキュハノブは，“伝統的”な

イスラーム世界の学問を基本としつつも，時にその不足部分を“新知識”によって補い，時

に両者の成果を折衷することで，自身の歴史観を形成しているのである［cf．　rm：4］。

　ペルシア語史書におけるヨーロッパ東洋学の影響に関しては，守川氏が分析を行っている

［守川2007：27－35；守川2010］。氏は，ペルシア語の普遍史においてヨーwッパの学問の

知識を取り入れた最初期の事例として，エエテマード・アッサルタネの作品『イランの歴

史』（1876年出版）を挙げているQしかし，『エラムの薔薇園』は，それに30年以上先行し

て，ヨーロッパ東洋学の成果を取り入れているのである。コーカサスという地域の特異性や，

普遍史と地方史という違いはあるものの，興味深い事例と言えよう。

　4　バキュハノブの歴史・地理認識

　『エラムの薔薇園』は，「粟コーカサス地方」と呼称すべき領域を叙述の対象としている8）。

大まかに言って，これは，現在のアゼルバイジャン共和国，及びロシア連邦ダゲスタン共和

国やチェチェン共和国などに応当する領域である。ただし，テレク川以北は陳コーカサス

地方」に含まれない。また，キュル川以西，すなわち，ギャンジャ（Ganje／Gonco）やガ

5）　ただし，バキュハノブの母：は，ファトフ・アリー・ハーンの嬢とは別の女性。

6）　本稿註18を参照。

7）　預三者ムハンマドの叔父であるハムザ・プン・アブド・アルムッタリブ（Uamza　b．‘Abd　al－

　Mu其alib）を指すと思われる。

8）先行研究では，例えばアトキン氏が「菓コーカサス地方（Eastern　Caucasus）」を定義し，分

　析に用いている［Atkin　l980：xi］。しかし，それが指す領域は，本稿で用いるものと異なる。
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ラバーグ（Qarab29／Qaraba墓）といった地域が「東コーカサス地方」に含まれるか否かは，

不明瞭である。第5章や終章の叙述からは，これらの地域もまた「東コーカサス地方」の一

部とみなされているように思われる　［GE　2：198　一　289］。一一方，序章の記述によるなら，

キュル川以西は「東コーカサス地方」の領域外である。

　さて，バキ＝ハノブ盛身は，上述の領域を「シルヴァーン（Slrvan）地方とダゲス二一

ン（Dagestan）地方」などと呼び，両地方を合わせた呼び名は，特に設定していない。し

かし，本文の内容から，彼がこの両地方を一体のものと認識していたことは明らかである。

nシァ語版『エラムの薔薇園』が，当初『コーカサス地方東部の歴史〃απqρ槻BOCMOttHoti

ttacma　Ka6ica3a』という書名であった［r班；4－6］ということからも，それが窺えよう。

また，ロシア語版には，両地方を指してヂコーカサス地方東部（BOCTO・ma”・lac’rb　K：aB－

Ka3a）」と表現している箇所が存在する［rK：26］。

　キュル川以西の地域とシルヴァーン地方との一体性が明確になっていないという点は，

「アゼルバイジャン」という地理概念の成立過程を考える上で，非常に興味深い事例である。

また，『エラムの薔薇園』においては，これらの地域にrアゼルバイジャン（Adarbayjan）」

という呼称が用いられることはなく，現在強調されがちなアーザルバーイジャーン地方9）と

の連続性も，特に意識されていないlo）。

　また，現在「アゼルバイジャン語」と称されるこの地方の書譜も，「テユルク語群に属し，

アルメニア地方やアーザルバーイジャーン地方の全域，イランの大半に分布しているそれと

悶様のもの」と呼ばれ，「オスマン語，チャガタイ語，クムク語，ノガイ語の中間である」

とされているのみで，　それ自体の燭有の名は与えられていない　［GE　2：22］　！i）。　闘様に，

「アゼルバイジャン人」という民族名も回ることはできず，rペルシア人，アラブ人，モンゴ

ル人，タタール人の三三が混ざり禽つた人々」，「主にテユルクメン人やモンゴル人やタター

ル入の血統」などとされるのみである£GE　2：17，22］。

　ところで，『エラムの薔薇園』は，「コーカサス」という地名をしばしば用いている。この

9）　タブリーズを尊1心とする地方で，現在のイラン・イスラム共和國の北藤部3弾1，すなわち，東

　西アーザルバーイジャーン州，アルダビール州に相漁する。現筏のアゼルバイジャン共和国と対

　銘して，「南アゼルバイジャン」とも呼ばれる。歴愛心に「アゼルバイジャン」と呼称されてきた

　のは，こちらの地方である。なお，本稿では混岡を避けるために，この地方に対し，ペルシア語

　の発密に近い「アーザルバーイジャーン」という表記を用いる。

10）一方で，この時代には既にシルヴァーン地方を「アゼルバイジャン」と呼称している事例が葎

　在している。例えば，1211／1796－7奪に完祓：したペルシア語史書『ムハンマド史』には，シル

　ヴァーン地方やガラバーグ地方などを曖昧に承してrアゼルバイジャン」と呼称している箇所が

　ある［TMb　：265－266，299］。

11）一方で，この時代には既に「アゼルバイジャン語」に該当する衰現が存在している。例えば，

　1844年に轡かれた『ダルバンドの書』の序：文には，「アゼルバイジャン方言（Aderbijanian　dia－

　lect）」という二三が晃られるこDN：xxiii］
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語は，現代のペルシア語においてはQafqazと表記されるが，バキュハノブは，　Q2fqasと

いう表記を用いている。この表記は，wシア語における呼称「カフカス　（KaBKa3）」に基

づくものと思われ，先述したロシア語の転写法にも一一一・致している。

　『エラムの薔薇園』において，「コーカサス」は，主に山脈の名として使用され，一部で地

’方の名として用いられている。しかし，地方名としての「コーカサス」，あるいは「コーカ

サス地方」という地理概念は，それほど強讃されていないように思われる。また，「南コー

カサス（5ランスコーカサス，ザカフカス）」に該当する地理認識は晃られない。グルジア

やアルメニアの歴史は，東コーカサス地方との関心配において雷及される程度である。コー

カサスを南北で区分する現在の地理認識とは，対照的な地理認識と言えよう。

H　翻訳　前文および序章

【凡例】

・練語の蓑記を話す際には，（）を用いた。

・原文に無い語を補う際や，補足説明を挿入する際には，［］を用いた。

・特定の写本にしか無い箇所を示す際には，〔〕を曙いた。

　（p。1）慈悲あまねく，慈愛深きアッラーの御名において

　〔本書は，ダゲスターンの諸々の出来事に関する『エラムの薔薇園』である〕［M－49：1　b］

　おお神よ，あなた様への賛美が，あなた様がご存知のごとくに［表されますよう〕。あな

た様への賞賛の吐血（va§f）が，あなた様がそれで十分とみなすほどに満ち溢れこますよ

う〕。我々の賛美が理解力の及ぶ始り俵されコ，あなた様への賞賛の醤葉が想像力の吸ぶ

限り］述べられていることが，我々から［あなた様に窪伝わりますよう。〔我々のうちで誰

よりも完全な者とは，この点について，富らの至らなさを認める者である。［真の］学識あ

る人々は，知識を驚くほどに有しているものだ。〕［B－2268；1b］

　四行詩

　　あなた様を知ることは，難題の湧き出す泉

　　£あなた様の］性質を詳細に描くことは，［その］本性を明白とすること

　　我々は，無知のままでいることを受け入ればしない

　　なんとなれば，それは，存在物の誉れの土台であるのだから　［ハザジュ体〕

　さて，そこで，歴史学（‘elm－e　tarlx）である。我々の本性は，何にも増して，それに傾

倒している。実際の出来事の話の他に，架空の話もまた，俄々にとって3好ましいもので

ある。歴史学は，人々を，品行の方正さと学識への通暁，実生活における利益と慎み深い教

養へと導くのである。

　このような理由で，それ［＝歴史学］は高貴なる精神の諸学問（‘010m－e　reyhani）の1
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つとみなされる。また，次のように言うこともできるだろう。歴史学とは，］横暴や圧制を

行わない支配者であり，人類の様々な階層の者がその命令に頭を下げる。その学び舎におい

ては，世界中の教師たちすらも，向上心旺盛で活気に盗れた学童である。こまた，歴史学は］

生気を吹き込む者12＞であり，数千年前の死者をも，一愚で生き返らせる。そして，数々の時

代の様々な部族たちのそれぞれを，あたかも復活の日〔における最後の審判］のように，そ

れぞれの服装，気質，習慣，また友好的であったか敵対的であったかという背景によって，

一列ずつ，行いを記録した帳面（name－ye　a‘maD　を手にして等級づける。そして，（p．

2）偏見無しに三三したり称揚したりすることで，彼ら自身の善行や悪行の報いを傍聴人た

ちに示すのだ。また，もの書わぬ語り手（xan69）でもあり，子孫たちに先祖たちの教講を，

あらゆる詳細や細部とともに語り，貧困と富裕の原困，進歩と退行の要園を理解せしめる。

未来のあり様という身体を，過去という衣に［包み］，教訓を導き出すのだ。

　さよう，過去の出来事の経緯こそ，未来への調示。学問に基づいた行いは，永遠のものと

なろう。なんとなれば，時代の変転に通暁せずに物事を始めることは，苦難に満ちた道無き

荒野へと向かうことなのだから。自身の生涯の短い期間で［多くの］経験を積もうとする者

は，それ〔＝歴史学3から多大な利益を得ることになろう。歴史学は，世界［中の人々］の

生涯の経験を，我々に見せてくれる。

　これ［＝歴史学］，とりわけ，そこで暮らす民のための，それぞれの地方の歴史よりも褻い

ものが何かあるだろうか。なんとなれば，その民族盛身の天性や特性といった特徴を知らせ，

近隣の諸部族の行いや様々な人々との結びつきの結果を伝えることは，利益と損失の原則を

我々に明らかにするのだから。

　そういった訳で，欠くべからざる教導の探究において過ち多き小生①aqir－e　por－taqsir

dar　lavazem－e　er甑d－IOyi）こと，ゴドスィーの　［筆3名で知られる，バクーのミール

ザー・モハンマド・ハーンH世の息子，アッバース・ゴリーは，シルヴァーン地方とダゲ

スターン地方，及びその周辺で生じた様々な時代の種々の出来事を収集し，ことの困難が想

起されるにもかかわらず，書物の執筆に取り掛かったのだ。真理をご存知の読者たちにおか

れては，本書の不備や欠陥を，不十分な［執筆］時間や階者の］才覚の欠如，著者の状況

の混乱そして何よりも，至らぬ点の多い者こである小生］の［力3不是へと帰していただ

き，その修正と訂正に努めていただければ幸いである。

　本書の著者による［韻文作品］

　　他者の欠点を覆い隠すことは，素晴らしい行いである

　　この立派な三衣は，どんな人のいかなる欠点をも覆ってしまう　［ハザジュ体3

12）　原文では，「生気が無い者（bl瀕ayat）」とあるが，このままでは意味が通らない。ロシア語版

　の該当箇所は，「新たな生命を吹き込む者のごとく（Kal〈HOBblVI）KI431iexxa’re／lb），それ』歴史

　学］は我々の前に数千隼前の死者たちを蘇らせる」［盟19］となっており，そこから類推した。
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　どの地方のものであれ，［過去の3情報を伝える書物や，／過去の］痕跡となっている遺物

は，過去の諸々の出来事を，然るべき順序や区切り方（tartib　va　taf§ili　ke甑yad）によっ

て（p．3）説明するという段階にまで到らしめることができない。種々の諸部族の出入や

占蕎のために騒乱と混乱の地であり続け，多くの情報を伝える書物や書簡，建築物や遺物が，

消滅こしてしまった品々を並べる3展示場へと入ってしまったこの地方においては，とりわ

け［そうである］。他の民族に関する書物もまた，誰の作品であれ，やはりその内容を望ま

しい形では叙述していないのだ。

　そうであるにもかかわらず，ヂあるものの全てを得ることが叶わなくとも，その全てが捨

て去られることはない（ma　la　yudraku　kullu－hu，1a　yutraku　kullu－hu）」という警句に

従い，この仕事［＝シルヴァーン及びダゲスターン地方史の叙述3に役立っ情報源（asbab－

elnkar）のうち，可能な限りのものを入手し，多様な内容を互いに関連付けた。そして，

現存する遺物の数々を，それについて伝えられるところの情報と照合した。

　そして，歴史の著述において屋台骨となる以下のごとき作法を可能な限り実行した。すな

わち，平易で簡潔な表現によって内容を記述すること，諸々の事件の前後関係（tadrij　va

rabt－e　vaqaye‘）に留意すること，［特定の3民族に対する贔遠目や，［特定の〕欄に対する

支持を避けること，信頼のおける言葉をそれぞれの内容の論拠とすること（esnad），様々な

著作物，スルターンたちの勅令，貨幣の銘文（sekke－ye　vo節h），建物の遺構，色々な人々

の品書を主題へと結びつけること，などである。そして，相違が生じた箇所は，理性に基づ

いた類推と推論の力に頼り，［この］書物の大枠を，序章と5っの章と終章と定めた。

　本書の著者によ：る〔韻文作品］

　　［この作品コ自体の業（fann）によって，この写本［の内容3が説明されている

　　本書は歴史書である。著述が完了した年のこ示すが］ごとくに】3）

　　私は，『Xラムの薔薇園』をその名とした

　　そう呼ばれるにふさわしい名を付けたのだ　［ハザジュ体3（p．4）

序章シルヴァーン地方とダゲスターン地方の境域（hodαd）と土地涯土地や部族の3名

　　　称の由来（sabaぴe　tasmiye），血統（nasb）のあり様や諸言語，諸宗教に関する叙述

第1章　古代のシルヴァーンとダゲスターンの状況から，イスラームの王朝（dowlat－e

　　　Eslam）が出現しアラブの軍勢が到来するまでの記述

第2章アラブの軍勢の到来開始から，モンゴル（Mo郎Dの征服まで

第3章　モンゴルの征服からサファヴィー朝（＄afaviyan）の登場［まで］。シルヴァー

　　　ン・シャー王朝（Sirvan－gahan）の王権と系譜の状況

13）「本書は歴史書である（hiya　al－tarixu）」に用いられている文字の数価を全て足すと，1257に

　なるが，これは本書の執筆年にあたる（ヒジュラ暦1257無，すなわち西暦1841年）。



80 塩野縞　イ言也

第4章サファヴィー朝の登場から，ナーデル・シャ・一の死まで

第5章ナーデル・シャーの死から，ゴレスターンの地におけるロシアとイランの両政府に

　　　よる和平の締結まで

終　章　シルヴァーン地方とその周辺の地域［の人物〕のうち，著作を行っている者や，そ

　　　の他の美点によって書き記すにふさわしい人物たちのあり様に関して14）

　序章　シルヴァーン地方とダゲスターン地方の境域と土地，［土地や部族の］名称の窃采，

　血統のあり様や諸言語，諸宗教に関する叙述

　シルヴァーン地方は，東側をハザルの海（darya－ye　Xazar）［＝カスピ海1によって，爾

西の方向をキュル（K：or）川一この地をムガン（Mogan）とアルメニア（Arman）の

両地方から区切っている　　　によって，北西の方面をガヌフ（Qaneq）川によって，また，

イリス　（llls）地方とコーカサスの高原地帯　（po§te－ye　boland－e　Qafqas）と山脈地帯

一この山脈は，キュレ（KOre）及びタバサラン（T　abarsaran）地方を（p．5）カ

ズイ・クムク　（Gazi　Qomitq）及びカイタク（Qey賃q）の王国から区分けている　　か

らなる不明瞭な境界線（xa‡‡一e　geyr－mo‘ayyan）によって，そして，そこからはダルヴァ

グ（Darvaq）川の川筋によって一その川がハザルの海に流れ込む場所に到るまで一，

囲まれている。大まかに言って，キ＝ル川の河口からダルヴァグ川の河口までが北緯39度

から42度に，ガヌフ川の河口からアプシェロン岬（ra’s　a1－jaba1－e　Af§aran）までが東経

64度から68度にわたっている15＞。

　〔緯度と経度の］　圭慶1度の距離は，直線にして約15地理マイル（m11－e　jografi）であ

る。1地理マイルは，7ヴェルスタ（vers－e　Ras1），あるいは1ファルサング半である。1

ファルサングは3イスラーム・マイル（mll－e　eslami）［＝：ミール］であり，［1］イスラー

ム・マイルは96，000アンゴシュト（angoSt）である。［1］アンゴシュト［の長さ］は，平

均的な大麦の粒を横にぴったり並べた場合1ff）の6粒分であるt7）。

　このため，現在におけるシルヴァーンの諸王国は，サリヤン（Saliyan），シャキ

（SakkD，バクー，　グバ，　ダルバンド　（Darband），　タバサラン，キュレ，サムル川流域

14）　B－2268では，「終章：シルヴァーンのハーンが治める諸王国や，ダゲスターンの国々や諸集繊

　の状況について」となっている｛B－2268：2bコ。しかし，この写本は第5章の途中で終わってお

　り，終章に当たる部分は含まれていない。

15）　ロシア語版では，ジアプシェmン岬からガヌフ周の河縢までが，東経64度から67度までであ

　る」となっており，数字に若干の差異が見られる1盟111］。なお，現代の知識に麩づけば，ガ

　ヌフ用の河口がおよそ東経46慶50分，アプシェロン半島の東端がおよそ菓経50度30分である。

16）原文を直訳すると，「ある粒の青を，別の粒の腹に隣接させたら　（pogt－e　yeki　be－batan－e

　digari　mola＄eq　bagad）」となる。なお，本文の記述を総舎すると1アンゴシュトteF　2　cmとなる

　が，これはHinz　1970などの知織と一致する〔Hinz　l970：54，62－3］。

17）緯度と経度の意味について解説されたこの段落は，orシア語版やB－2268写本には存在しない。
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（nabiye－ye　SamOriye），下イリス（payin－e　I1亙sa）の一一部がそこに含まれる。この一帯

（diyar）の諸地方の中では，最も広大で，最も素晴らしい馳方である］。また，コーカサ

スの山々からなる大山脈は，この地において，南粟へと方向を変える。［この山脈には，］過

ごしやすい気候で牧草が生い茂った夏営地や，甘い水の泉，こ北と南の3両方向に向かって

流れる多くの川がある。主として，［ハザルの］海の沿岸とキュル川流域にある肥沃で広大

空漠たる平原が，豊欝な穀物や森林〔資源］や果樹園［の収穫物］，その他の産物をもたら

している◎また，こハザルの3海の沿岸というこの地方そのものの位置のために，ロシアと

イラン，あるいは，ダゲスダーンの多種多様な諸民族の間における交易活動もまた，この地

方では非常に盛んである。

　『一碧布の地理（Taqvim　al－boldan）』の著者は，「シルヴァーンは，ササン朝の公正なる

アヌーシーラワーン（AnthSlravan－e‘Adel－e　Sasani）18）が建；齢した。そのために，シル

ヴァーンの名で知られる19）。fアヌー』の語は，多くの用例で省略される」と記す［cf．　Aba

al－Fida’：397］。（p．6）「『ライオン（Sir）の地』を意味する『シールヴァーンド（Sir－

vand）』であったものが，最終的にシルヴァーンに変化した」と醤う者もいる。モヴセス・

ホレナッィ20＞の歴史書や，『ザンド・アヴェスター』の書（ketab－e　Zand　Vα　Avestd）21＞で

は，「シャルーヴァーンラー（Saravanra？）22）」として知られる。アミーン・アフマド

（Amin　Ahmad）は，『七気候帯（HOft　eqrim）』において，「シルヴァーンは，轟初は町の

名であったが，その後，地方の名となった」と記す［cf．　R£：268］。チャムチャン（Cam6i－

yan）は『アルメニア史（Tdi7’isc－e　A　rmαniye）』において，シルヴァーン地方を「アグヴァ

ン（Agvan）」と呼び，「同地方とアラン（Alan），すなわちダゲスターンとの境界は，当初

は『アルゴンの防壁（Sadd－e　AlgOn）』，後には『ダルバンドの防壁（Sadd－e　Darband）』

であった」とする。また，テユルクメン人（Torkman）の帝王，スルターン・ヤァクー

ブ・プン・ハサン（Sol垣n　Ya‘qUb　b．耳asan）23）が［ヒジュラ暦］892年／こ西暦〕1487年

18）　ササン朝酒：主ホスm－1拠：（r．531－579）のこと。「ヌーシーラワーン（N負§iravan）」とも表

　記され，ホ書においても，爾方の表詑が用いられている。また，「ヌーシーラワーン・プン・ク

　バード　（1　tsiravan　b．　Qobad）」　とも呼ばれる。

19）　本稿では，カタカナ転写の都合上「シルヴァーン」と「（アヌー）シーラワーン」という相違が

　生じているが，ペルシア語では，どちらものメで，全く岡一の綴りの語である。

20）　このアルメニア人歴史家の名は，原文では「ムーサー。フーランスキー　（MOsa　xaransk1）」

　となっている。また，mシア語版の表記は，「モイセイ・ホレンスキー（MOMcept　XOpel－ICI〈Plth）」

　である欝聾＝11］。ペルシア語版の「フーランスキー」は，このmシア語形の音写であろう。

21）　B－2268写本では，「『ザンド・アヴェスター』の書」の部分が「ゾロアスターによる『ザンド』

　の書（ke懐b－e　Zand－e　Zardo§ti）」となっている［B－2268：3a］。

22）　urシア語版では「シェラヴァネル（狽epaBaHep）」，アゼルバイジャン語訳では「シャurヴァ

　ネル（Serovaner）」，英語訳では「シルヴァン（Shiruvan）」となっている［r1｛：ll；∂skorli

　（tr．）　2000：　7　；Floor　＆　Javadi　（tr．）　2eO9：　6］．

23）　アクコユンル朝三主ヤァクーブ・プン・ウズン・ハサン（r．1479／80－1490／91）。
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にアルメニアの首長（xallfe）であるシメオン（Sema’on／CzMeoH［r鍍：12］）に発した命

令書において，シルヴァーンは「アグヴァン」と呼ばれている。

　ダゲスターン地方は，北緯42度から44度，東経63度から66度にわたっている。東側は

ハザルの海によって，北側はテレク（Tarak）川によって，西の方はチェルケス人

（Carkas）とオセット人（Us）の国によって，南西方面はグルジア（Gorjestan）によって，

南東の方角はシルヴァーンによって囲まれている。その北東部は，程良い地勢（bosn－e

makanlyat）と生活手段の豊富さによって知られ，とりわけ［ハザルの］海の沿岸部やテ

レク川流域では，川がたくさんあり，往来も多いため，農作物の収穫や交易による利益に恵

まれている。その他の部分は山地であり，素晴らしい澗れ谷や夏営地の一一部に産物をもたら

す場所があるとはいえ，概して非常に困窮しており，そこでの生活は困難を極める。

　マスウーディー（Mas‘Udl）の醤によると，ヒジュラ暦332年／［西贋3944年，この地方

には3っの王国があった。それは，次の通りである［cf．　MP：184－215］。

　第1は，カイタクであり，ダルバンドの北側に位置する。その首邑（hokamat－gah）は

サマンダル（Samandar），すなわちタルキ（Tarxit）である。ヌーシーラワーンがそれを

建設し，ハザルのバカン（xaqan）の首都（pay－taxt）とされていた。スライマーン・プ

ン・ラビーア　（Soleyman　b．　Rabi‘e）が（p．7）これを占領し，バカンはその首都をイ

ティル（Etel）に移した。サマンダルの住民は，主にハザル人であり，イスラーム教徒［の

ハザル人］もユダヤ教徒　〔のハザル人3もいる。イブン・ハウカル（lbn耳owqal）は，

「ルス（Rits）の一族は，ヒジュラ暦358年／晒暦］969琿にサマンダルを占拠した。そこ

にあった多くの建造物や庭園を荒廃させた」と記している24）。

　第2は，サリル（Sarlr）である。ダルバンドから3日行程だけ北西に〔位置し，その人

口は］1万2千家族である。サリルの王は，フィーラーン・シャー（Filan－gah）と呼ばれ，

キリスト教に帰依している。一部の者の言によると，ササン朝のヤズデギルド［璽世］は，

アラブ人たちに敗れてホラーサ・一ン（Xorasan）に逃げる際，自身の黄金の玉座を，その他

の二重品とともに，パフラーム・チュービーン（Bahram－e　Crkbln）25）の家系に連なる璽臣

の1人〔に託しコ，「勝利の山々（Jebal－e　Fat垣）」，すなわちコーカサス［山脈］へと送った。

その璽臣は，現在サリルと呼称されるところの国を占領し，自身の子孫に〔その地位をコ

譲った。一方，ニザーミー（Ne4arnl）の言によると，その地名は，ケイホスurウの王冠と

玉座（taxt）に由来する26）。この地の，ある洞穴の中に［その玉座と王冠が］あったからで

24）　ただし，イブン・ハウカルによると，358年は，彼がゴルガーン（Jurjan）において，サマン

　ダルに関する情報を得た年である。ルスのサマンダル襲撃が何年の出来事かは，明記されていな

　い［lbn琿awqal：393］。

25）　ササン朝君主パフラームVI盤（r．590－591）Q

26）cf．　Ne4aml：1028．明示されていないが，「玉座（sarir）」が語源ということであろう。
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ある。この地域の支配者たちは，黄金の玉座に座って統治を行っていた，と書う者もいる。

サリルの着領（amlr）は，自身の民を自身の奴隷とみなしていた。そして，ハザル人たち

［の土』糊に向かって行っては，掠奪を行っていた。山岳の民は平原の民よりも勇敢であっ

たがためである。サリルの近くには，ズィリフゲラン（Zerehgaran）の国がある。現在で

は，クバチ（KUbaこDという名であり，イスラーム教徒とキリスト教徒とユダヤ教徒がい

る。

　第3は，クムク（Qomeq）山地である。サリルの北側，カイタクの西側にあり，キリス

ト教に帰依している。複・数の長（ro’asa）に服従しており，彼らには［ただ一人の3王

（padgah）はいない。彼らは，この地から，産物と収穫物に満ち満ちたアランの国へと行く。

1羽の雄鶏が鳴くと，［村同士の距離の］近さのために，すべての村々の雄鶏たちが鳴き声

を上げる。アランの王は，「ギャルギャランダージュ（Gargarandaj）」もしくは「キャル

キャンダーチ＝（Karkanda6）」という称号を，その妻は「マガス（maga＄）」という称号

を与えられている。彼は，3万名の騎兵軍を所回している。その祖先の1人は，アッバース

朝統治期の最初のIOO年三に，キリスト教を受け入れた。それ以前には，火を崇拝していた。

しかし，［ヒジュラ暦〕320年／晒暦］932年には，（p．8）この宗教を放棄し，ローマ皇帝

が彼らのために派遣していた司祭たちを追放した。

　アランと勝利の山々の問には，1つの城がある。山の頂の川岸にあり，橋がかかってい

る。これは，「アランの門の砦（耳esn－e　bab－e　Alan）」と呼ばれる。　LL】を越えるには，

ここを通るしかない。この砦は，堅固において並ぶもののない城であり，ペルシア詩人た

ちがよく題材にしている。イスファンディヤール（Esfandiyar）の命令によって建設さ

れた。マスラマ・プン・アブド・アルマリク　（Maslame　b．‘Abd　a1－Malek）は，コーカ

サスの大部分の土地を服従させた時，アラブ人の衛兵をここに残した。現在に到るまで，

彼らには，境界の町であるトビリシ（Teflis）から俸給と必要な品々が送られている。

「ラーズィカ門　（bab～e　Lazeqe）」もまた，グルジア地方にある。その王はイスラーム教

徒である。

　アランの西方には，偶像を崇拝するケシェク（Ka§ak）族がいる。ケシェクの国は，勝利

の山々からポント（POnt）海，すなわち黒海にまで広がっている。彼らは，容姿端麗な部

族である。「ターラー（tala）」の名で知られる布地がこの地で作られるが，この布地はエジ

プト（Me§r）［のもの］よりはるかに上等である。彼らとトラブゾン（Tarabizan？）との

間では，海路を通じた商人たちの往来がある。彼らは，海岸に多くの城を持ち，アランの襲

撃の際には，［そこにコ立てこもる。彼らは，数は多いがバラバラの集団である。もしも彼

らがまとまれば，誰に対しても勝利するであろう。

　彼らの国の向こう側には，サボゥ・ボルダーン（Sabo‘Boldan）がある。また，筆者が

思うに，「アランの門（Bab－e　Alan［＝Bab　al－Lan］）」とは，ダルヤル（Daryal）のアラ

ビア語における呼称であろう。高峻な場所に橋と城があり，現在でも残っている。これらの
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地に対するイラン人の支配は，似下に示す］多くの類似の事例によって明白となる　［だろ

うコ。そもそも，ダルヤルそれ自体が古代ペルシア語である27）。また，ケイシャーヴォル

（Key§avor）山は，元来，シャープール（Saprtr）あるいはケイシャーープール（Keygabar）

山であり，パッサナーヴォル（Passanavor）の地は，［元来，〕パスィーン・アーヴァル

（Pasin－avar）であった。

　オセットの民は，古代ペルシア語の動詞や基本的な名詞のうちの多くの単語を若干変化さ

せて，いまだに［自分たちの3［コ語としており，自分たちのことを「イ・一ルーニー

（lranl）」，オセッ5人の国を「イールーネスターン（lrUnestan）」と呼んでいる。ペルシア

人（ahl－e　Fars）が会話の中で，「イーラーニー（lranl）［・＝イラン人］」を「イールー

ニー vと言うのと同じである。また，ケシェク族とは，チェルケス人のことである。昔のロ

シアの歴史家たちが彼らをカソグ（KasOk／K：acor〔rK：14］）と，また現在でもオセット

の畏をカッサチ（K譲ssak？／Kaccagm［rM：14］）と呼んでいるのと岡じである。（p．9）

　モハンマド・ラフィーウ・プン。アブド・アッラヒーム・シルヴァーニー（Mohammad

Rafl‘b．‘Abd　al－Rabim　girvanl）がその歴史書28）で記したところによると，［ダゲスターン

地方には］岡様に3つの王国がある。1っ目はデシュト（Da§t），2っ目はズィリフゲラン

である。3っ欝はアヴァル（Avar）であり，生活や通行が最も困難な王国である。

　チャムチャンは良身’の歴史書で，この地方の中に4つのEEasの名を挙げている。アラン，

バスラス（Baslas），ハプタグ（ffapt2q），フン（HUn）である。

　『ダルバンドの書⑦arbαnd－ntZme）』の著者によると，イスファンディヤールとヌーシー

ラワーンの決定によって4っの王国に分翻され，〔それは］ゲルバフ（Galbax），トゥマン

シャー（Tamangah）の欄，カイタク，クムク山地である［cf，　DN：7　一8，31－33］Q

　この分割防法3は，現在の状況とも完全に一一致している。すなわち，第1の王国はアラ

ン，もしくはゲルバフ，［すなわち］スラク［川］の向こう側のクムク（Qomitq－e　an鰺raf－

eSglaq）29）であり，ミチキチ（Meこeke6）や小カバルダ（Qabar掛ye　l磁むak）に該当する。

第2の王国は，トゥマンシャーの国，あるいはハプタグ，あるいは最：初［に挙げたマスウー

ディー］の分割［方法］に従うならカイタクであり，シャムハル（漁mxa1）の国，及びウ

スミ（9smi）30）の国の下地区に該当する。第3の王国は，クムクの山岳地帯，あるいはフ

27）　mシア語版では，「ダルヤルは，パフラヴィー語で『英雄たちの門（BopOTa　repoeB）』を意味

　している」となっている〔r玖：13］。

28）　この人物とその歴史書に関しては，ミノルスキー氏の研究を参照［Minorsky　1958：8－9］。

29）「向こう側」というのは，シルヴァーン地方やダゲスターン地方’爾部から見た向こう測，すなわ

　ち，スラク川の北西方面を意味している。この箇所は，mシア語版でも，「スラク〔1頃の向こう

　側のクムク（3acy潭aKCK雌KyMyl〈）」である一下：14］。このことから，ロシア語版の態象読者

　は東コーカサス地方に居住するロシア語長毒であった，という推測も成り立つだろう。

30）　シャムハル，ウスミともに，ダゲスターン各地の地方凡主が伝統的に名乗った称号。17世紀後

　半から19世紀前半における彼らの状況に関しては，PUrSafar　1377　s：22　一　38，71　一　82を参照。
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ン，あるいはアヴァルであり，カズイ・クムクの国とアヴァル人の国（Avarestan）に該当

する。第4の王国はバスラス，あるいはズィリフゲラン，あるいはサリル，あるいは最後

［に挙げた『ダルバンドの書』］の分割［方法］に従うならカイタクであり，カイタクの上手

の諸地区とアクシャ（Aq－qtge）とスルヒ（＄arbi）に該当する。

　バシュリ（Bagll）という町の名は，バスラスが変化したものである。また，クムクとは，

プトレマイオス（Ba㌻lamyOs）の言によれば，カーム（Kam）族とキャマーク（Kamak）

族の末喬であり，彼らの名から，国［の名］が付けられた。また，『清浄の園（1～oω多伽αム

5afd）』の著者［c£　R＄：68］やその他の人々が記すところによれば，彼らはやペテ（Yafet）

の息子であるところのキャマーク，あるいはキャマーリー（Kamarl）の一族である。彼ら

は，彼の息子の名にちなんでバルガル（Ba19al）と名付けられた場所に居住することとなっ

た。小カバルダの国に存在するバルカル（Balgal）という場所が，まさにそれであろう。

チェゲム［族］（Cakam），バクサン［族］（Baxsan），ビゼンガ〔族］（Bezangl）．などと

いったバルガルとその周辺の住民たちは，いまだにテユルク語群（zaban－e　Torki）のクム

ク語（e＄telab－e　QOin6q）を話す。彼らは1つの部族であることが知られている。『諸伝記

の伴侶（邸abib　al－siyαr）』などの内容に従えば，アミール・ティムール（Amir　TeymUr）

はトクタムシュ・ハーン（Toqtamg　Xan）を破った後，（p。10）クマリ（Qomari）川の河

畔で軍の詣三三たちに褒賞を与えた。そして，クム渓谷（Bagaz－e　Qom）において冬営

した［cf．耳S：IH．463－467］。キャマーリー［族］に［名の由来が］帰せられるこの川は，

テレク川の付近にあったようで，現在でもテユルク語でそれをキュミ（KUml／Kumi

〔eskorli（tr．）2000：8］），ロシア語でクマ（Qama／K：yMa［1’選：15コ）と呼んでいる。ア

リフ　［i］はヴァー［」］とこ発音が3似ており，カーフ［，．5；］とかーフ　［LS　］とかイン

［と］とは，それぞれこ発音が］遠くない。

　また，カイタクとハプタクが同一のものを指しているか，同じものから変化したこと，あ

るいは［これらの語に含まれる］「タク」がダゲスターン〔の「ダグ」］と全く同一一のもので

あることも，想像することができよう31）。シャムハルの国は，［前述の「タク」に3「全て」

を意味するザハプ」が付いてハプタクであり，ウスミの国は，カヤーニー朝（Kayan）の

諸王との関係を示す，あるいは「大きくて高い」という意味の「カイ」が付いてカイタクな

のだ，と言われている。ター［ゐコの使用箇所がダール［」］に，カーフ［・窮やガイン

［t］の使用箇所がガーフ［δ］になったり，その逆に変化したりするのだ。

　また，フン族とは，まさしくグン人（Gtm）のことであろう。モヴセス・ホレナツィの醤

によれば，彼らは西暦5世紀，ハザルの海の西岸に居住していた。いまだにその位置が知ら

れていないヴァルチャン（Var6an）の町が彼らの町々のうちで最大であった。この醜く，

31）「タク（舞怠）」ないし「ダグ（d砥）」は，テユルク諸語で「山」を意味する。
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血に飢え，掠奪を生業とする，向こう晃ずな部族は，古代に中国（Xata）の境域からキプ

チャク（Qep6aq）草原に，またハザルの海と黒海の間〔の地域］へとやって来て，多くの

悪行を行った。彼らの王アッティラ（Attela？）は，権勢と権i威の絶頂にあり，禽欲さと怠

け知らず［の行動力］に基づいた相次ぐ征服によって，ハンガリー32）に到るまでの様々な部

族を臼身に従わせ，コンスタンティノープル（Qostantaniye）から［も3税を微堕した。

彼は晒暦3454年に死去し，グン人の政権は，彼の子孫たちの争いのために終焉した。

　西暦4世紀の歴史家，アンミアヌス・マルケリヌス33）は，次のように言っている。「グン

族は，あごひげが生えるようになるまでに，自分たちの顔にナイフで切れ罵を入れている。

彼らは概して醜く，首が太く，けだものに似ている。植物の葉や根，あるいは生肉を鞍の下

で温めて食べる。家を持たず，持とうともしていない。彼らは，荒野や山や森で暮らしてい

る。彼らの服は，亜麻とケダモノの皮でできており，彼らの体に〔直に3着けられる。彼ら

は，暑さや寒さ，空腹，喉の渇きに自身を慣れさせている。全体の打ち合わせの時に［だ

け3，馬の背から降りる。（p．11）彼らには，恥を知ることも二王の方正さも無い。掠奪を

生業とし，血に飢えており，無法者で，櫨つきで，不信心である。」

　アッティラに謁見したローマの使節団の1人であったプリスクス3’；〉は次のように語ってい

る。f我々は，野営地で彼と面会した。彼は，ローマ皇帝（qey§ar）からの贈り物を極めて

高慢な態度で受け回り，ある町まで岡行ずるよう，我々に命じた。休息する時，彼はそこに

滞在するという。白い長鳥を着た娘たちが彼の出迎えにやってきて，スキタイ（Asqlf？）

の言葉で詩をいくつも詠んだ。彼は，木製の柵で囲まれ，高い場所にある木造の建物を所回

していた。彼は毎朝，この家の門のところに座り，民衆の裁覇（dlvan－e　xalq）35＞を執り

行っていた。昼には種々様々な民族の使節たちと面会し，夕には彼らと一緒に食事をとって

いた。宴に集められた人々には，飲み食いするために銀製の器と黄金製の盃が，そして彼自

身には木製〔の器と盃］が差し出されるのだったQ食事の後には，グン人の詩人たちがやっ

て来て，彼の勝利の数々を謳った詩を詠んでいた。このようにして彼の兵隊たちが上機嫌に

振舞っている一方で，老人たちは争いごとに疲れ果て，悲しみにくれて泣いていたものだ。」

32）　通例，ハンガリーを捲す雷葉として，ペルシア語ではrマジャーレスターン（Majarestan）」，

　オスマン語では「エンギュリュス（EngUrlls）」が使われる。しかし，ここでは，それらの語で

　はなく，ヂヴァングリヤー（Vangriya？）」という語が使われている。これは，　mシア語名「ヴェ

　ングリヤ　（BeHrPi・i”）」の音写形と考えられる。なお，現代アゼルバイジャン語では，ペルシア

　語名に由来する「マジャールスタン（Macar！stan）」が使われる。

33）Ammianus　Marcellinus（ca．330　一　395）。　as・一マの歴史家。原文では，　Ammiyan　Mar＄allin。

　ロシア語形AMM”ai－i　Mapllefimai－iの音写であろう。

34）　Priscus（5c，）。原文では，　Prisq。ロシア語形H餌cK［rK：16］の膏写であろう。

35）　divanという語は様々な意味に解釈しうるが，ここでは，ほぼ確実に「裁判」の意味で用いら

　れているa　wシア語版の該当箇所が「民と面会し，裁判（cyn）を行っていた」［rK：16］　と

　なっているのが，その根槌である。
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　アッティラは，常にしかめっ面をしており，考えこむことが多く，口数が少なかった。手

を慰めるために，自身の幼い息子の頭をよく撫でていた。占星術師たちは，「［我々の］術に

よると，彼は父親の後継者となります」と言っていた。彼の［軍の］隊長たちの馬や武具や

服は，黄金と宝石によって飾られていたが，彼密身［の馬や武翼や服にiは，何も［装飾

が］なかった。その公平さと偉大なる性格のために，彼は，グン族のみならず，彼に臣従す

る金ての部族に愛情を注いでいた。ローマ人の多くもまた，彼へと仕えるようになっていた。

アッティラ霞身はとりたてて醜悪というわけでもなく，男気にあふれ，大望の炎を燃やして

いた。［ある時，］W一マの使節団のうちの1人が彼の殺害を考えた。アッティラはそれを

知ったが，軽蔑して，彼の処刑は行わなかった。イティル川〔＝：ヴォルガ川コは，アッティ

ラから名付けられたか，［アッティラが］この川の名から名付けられたのだろう。

　山岳地帯の人々にレズギ（Lazgi）の名が与えられたのは，彼らがラズ（LAZM？／πa3H

［盟：16コ）の民と混合したためだろう。ラズの民は，西暦3世紀後半に，コルヒダ（K田一

xida）に定住していた。［その後，1サルマート（Sarmat）の王がキプチャク草原からやっ

て来て，彼らを打ち破った。晒暦コ5世紀には，アルバニア人（Albaniyan）やイヴェル人

（lvariyan）とともに，ローマとイランの長きにわたる戦いに参戦した。晒暦］6，7世

紀には，彼らの政権は確固たるものとなった。彼らの王たちのうち，グーバーズ（Gabaz）

とフーリヤーン（Xitriyan）は令名をはせる者となった。今でも，この部族の末蕎が黒海の

南東岸に住んでおり，自分たちの名を（p．12）書き下す上では，「ラーゼギー（Lazeqi）」

と書いている◎

　歴史家たちの大部分は，アルメニアとイヴエリア（lvariya）とコルヒダとアルバニア

（Albaniya）を正しく区別していない。そのために，いくつかの食い違いが生じている。

数々の類似£の言説］を比較対照することで総合的に判断すれば（banabar－e　tatblq－e　qar－

ayen　eりtemal－e　1（Olli　mi－ravad），キュル川の右〔岸］側は，アラズ（Aras）川との合流

地点まで［全て］アルメニアであった，ということになろう。実際，［大］プリニウス36）や

プトレマイオスも，アルメニアの北の境界はキュル川によって引かれる，と記している。

キュル［川］の右［岸］側一一　［SN在，］ここには，トビリシ，ドゥマニス（TOm蝕es），

ブリス（Balis）37）などがある　　は，「ソムヘティア（Sαmxat）」と名付けられている。

これは，グルジア語で「アルメニア人の土地（Armanest2n）」を意味し，現在でも，そこ

では数においてグルジア人よりアルメニア入の方が多い。

　『諸伝記の伴侶』の記述によると，ハビープ・プン・サルマ38）は，ウスマーンのカリフ時

36）原文ではPIIni。ロシア語形恥㈱舶［r猟：17］の音写であろう。

37）　ロシア語版では，「ブニス（ByHMC）」となっている［rK：17］。

38）原文では，輩ab董b　b．　Salmiとなっているが，正しくは1：labib　b．　Salma。また，ハビープ・プ

　ン・マスラマ（ljabib　b．　Maslama）とも。
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代に，こ当時3アルメニアに含まれていたトビリシを占拠した〔cf．　HS：1．500］。こそれ以来，

トビリシは1常にカリフたちの支配のもとにあった。実際，トリビシでは，アラブ人によっ

て打刻されたディルハム硬貨が知られている。

　イヴエリアは，ダゲスターンの西側の山地にあり，こ現在における］バシャチュク　（Bag

a66q）39）の東部にあたる。実際，アルメニア人の歴史家たちは，古代グルジア（Gorl－e

qadlme）を40）「山岳地帯」を意味する「イヴrcス（fvr9§）」と読んでいる。

　ヤークート（Yaqat）の記述によると，グルジア人たちは，ヒジュラ暦5世紀の後半から，

イランの情勢の騒乱のために，キュル川の右岸において二二と掠奪を始めた。結周，セル

ジューク朝のスルターン・ムハンマド（Sol麺n　Mo垣ammad－e　Saljgqi）の息子たちである

スルターン・マフムード（Sol纂n　MaねmQd）とスルターン・マスウード（Sol賃n　Mas‘Ud）

の間で争いが起こった時に，こトビリシは］グルジア人たちの占蕎下に入った〔cf，　Yaqitt：

1．858－859コ。

　バシャチュクとミングレリァ（Mengraliya）とダリア（Gariya）の平野部が，［古代に

おける］コルヒダのこととみなしうる。また，シルヴァーンとダゲスターンは，まとめてア

ルバニアであった。

　また，アラン族に関しては，以下の程度のことが知られている。すなわち，彼らは，こ

の一帯の住民であり，國有の［Eをいただいている。また，アランとアルバン（Alban）［＝

アルバニア3という語の類似から，次のように想像されよう。すなわち，一方がもう一方

から派生したものであるか，あるいは，アルバニアは「白」［を意味する語］から派生し

たラテン語（e§仁elah－e　Rami）であって，「自由」を隠喩しているか，である。そして，

シルヴァーンとダゲスターンは，自由の民が住む所（diyar－e　azadan）として知れ渡って

いる。

　アンミアヌス・マルケリヌスの言によると，アラン族は，古代のマサゲト（Masaq纏e）

の末蕎であり，最初はタターリスターン（Tatarestan）からやって来て，スキタイ族をハ

ザルの海の東岸から駆逐し，（p．13）［その地に〕居住するようになった。［そのため，］ス

キタイ族は，イティル川を渡って，ドン（Ton）川からドナウ（TOna）川までを占有した。

彼らは，多種多様な諸部族［の集団であり，勇猛かっ野蛮であり，遊牧民の特性を持って

いた。南方の歴史家たち（movarrexan－e　jonitbi）は，この方面（an　a㌻raf）の古代の住民

を，全て「スキタイ」と呼んでいる。ヘロドトス（Haroditt）が言うには，スキタイ　［族i］

の若い男たちとアマゾン〔族］（Amaz農nl）の娘たちが混ざり合って，サルマート族が形成

39）　すなわち，イメレティア（ン1Mepe’rytw，　imeretiya）［cf．　PX：17；eskerli（tr．）2000：9］Q

40）　GE　2は，この部分を「歴史家たちは，古代グルジアのアルメニア人たちを（movarrexan，

　Aramene－ye　Gor3－e　qadlme）」と読んでいる。しかし，ロシア語版から，この読みが間違いで

　あることが分かる［r班：17］。
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された。一方，ガッテレル4Dは，以下のごとく論証している。サルマート族は，西暦紀元前

80年にアジア（Asiya）からヨーーロッパ（Orapa）にやって来た。ドン川流域でスキタイ族

と混題し，徐々にスキタイの名は消えていき，サルマートの名が知られるようになった。

　［その後，］アラン族がやって来て，サルマートを敗走させ，彼らの土地を占有下に置いた。

アランの民は，剣を崇める信仰を擁していた。それ［謹剣］を地面に突き射して，再拝する

のだった。彼らの習慣の多くは，グン族のものと同じものであった。プesコピオス42）は，

「アランの民はマサゲトの二二であり，マサゲトはゲト（Qat），あるいは，『大ゲト（Qat－e

bozorg）』を意味するゴトゥフ（Qrktf？）の末喬である」，と雷っている。また，『エゼキエ

ル書（ketab－e　Llezqil　nabl）』38章には，「マソグ人（MasOqiyan）は，ヤペテの子マソグ

（MasUq）の末喬であり，北東の諸部族の間では，名を知られた部族である」［，と記され

る］43＞。また，マサゲトはこの［部族の〕二三であるか，マソグ族とゲト族の混合によって

形成された，ということもありうる。また，ド・ギニ　・　44）は，「アランという語は，『山』を

意味する『アーリーン（Alin）』から派生しており，太古の時代，マサゲトの一派がアルタ

イ　（Altay）の山々に居たという理由でこのように名付けられている」［，と言っている］。

モヴセス・ホレナツィは，「アラン族はコーカサスの近く　［にいる］」，と書き記している。

彼らは，プトレマイオスの時代から，三二14世紀まで，コーカサス山地の北西側におい

て，名を知られてきた。

　マスウーディーの需によるなら，「アランの門」は，グルジアのダルヤルの地にあるはず

である。しかし，『ダルバンドの書』の著者が書うには，「アランの門」は，「アルゴンの防

壁」にあり，イスファンディヤールがそれを築き，ヌーシーラワーンが再建した£cf．　MP：

202－203；DN：32］。上述の防壁の遺構と門の跡（la），町の遺跡は，グバ［地方3のシャブ

ラン（§abran）地区にあるギルヒン（Kelhin）川の左岸にある。また，砦の跡は，今でも，

この川の右岸にある丘の上に存在している。この防壁は，海［の中］から始まり，アリハン

ル（‘AIIxanlα）一一おそらく，元来はアルゴンル（Alganlit）であったのだろう　　　の

村の上を通って，上述の町の跡の近くに現れ，チラグ（Cera塞）城に連結している。そして，

その地から，アタ　（Ate）山　　　そこには大きな町の三三があることも知られている

を越えて，ゴナフケンディ（Q6naq－kandl）村の上を通って，ババダグ（BabadagD山ま

41）Johann　Christoph　Gatterer（1727　d799）。ドイツの歴史学癒。原文の蓑記はOat土arar？。　v

　シア語形ra∬epep〔r錘：17］の意野一であろう。

42）Procopius（ca．500一）。東ローマ帝国の歴史家。原文の蓑記はPrak⑳i。ロシア語形HpoKonl磁

　［r頁：18］の山田であろう。

43）　マソグは，『間約聖轡』に見られるドメシェクGのことであろう。『エゼキエル書』38章ll－3

　節の他，『創世記』10章2簿，『歴代誌（上）』1章5節なども参照。

44）Joseph　de　Guignes。18世紀フランスの官治学者。原文の表記はDa瀬n。　wシア語形鳳er14Hb

　［r班：18］の音写であろう。
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で（p．　14）行く。

　数々の書説を比較対照することで，次のように想定することが可能である。すなわち，

「アランの門」は，グルジアにもシルヴァーンにもあった。というのも，コーカサスの北側に

いたアラン族は，［グルジアとシルヴァーンコどちらの方面を経由する襲撃ルーートも有して

いたからである。アランの名は，確かに，アルメニア人の多くの書物で名を知られ，コーカ

サスの東側のあちこちにいる山岳民全体のこととみなされ，ムガン平原（＄ahra－ye　Mogan）

の北部にまで紛布していた］。ムガン平原は，シルヴァーン地方の端に位置するとみなさ

れ，また，古代の書物においては，アラン平原として知られている。そして，アルバンの購

は，歴史家たちがアルバヌス（Albangs）川とカッス（QassD川の間にあると記している

が，［その3位置閣下や地勢を考慮すると（na4ar　be－monasebat　va　va針e　makan），［現

在の］ダルバンドであるに違いない。アルバヌス川は［現在の］サムル川であり，カッス川

は，タルキとブイナク（BUynaq）の間を流れるマナス［川］（Man細）であろう。

　この一帯の地名の一部は，年月の流れを経てもなお（morar　va　dohUr　na－mah＄itr），い

まだ［ほとんど］変化していない。こ例えば，］シャマフ（Samaxl）の町は，まさしく〔古

代における］キャマフ（K：amaxi），あるいはクサマフ（Ksamaxi？）である。同じ場所に

あるガバラ（Qabale）は，プトレマイオスが言及しているところのババラ（Xabala）であ

ると思われ，観在は］グバの王国にある。また，アルパン（Alpan）は，アルバンから変

化した村の名であろう。また，ある山の頂には，非常に古い城が存在するが，これは，ア

シュケブス（A§ka臆s）城と呼ばれている。アシュケブスとは，フェルドウスィー（Ferdo－

wsi）の書によると，『回書（Sah－name）』におけるトルコ人の勇者であり，バカンとの戦

いにおいて，ロスタムの手で殺された［cf．　Ferdowsl：831－835］。また，ハムドゥッラー

が『諸都市辞典（lltto）’am　al－bolddn）』で言己している証拠の数々によるなら，ザルグバド

（Zarqobad）村は，［元々〕フィールーズ・クバード（Firrkz　Qobad）という町である45）。

また，サーダン（Sa‘dan）村は，サァダーネ・バークーイー（Sa‘dan－e　Bakityl）という

名に［由来し1，ハズラギャン（Xazragan）地区とは，『イスカンダル・ナーマ（Eskandar－

ndime）』で記されるところのハズラーン・ターフ（Xazran　KOh）であろう46）。また，グバ

にあるジャガタイ　（Jagatay）村とダゲスターンにあるジャングタイ　（JangOtay）は，［元

来］モンゴル語であり，その地の古代の住民の名から江ついた地名である］。ミチキチにあ

るバヤン（Bayan）村は，著名なアヴァル入であるバヤン・カガン（Bayan　Xan）の名か

45）　ハムドゥッラー・ムスタウフィー・カズヴィーニー（耳amd　Allah　Mostowfi　Qazvlnl）は，

　その作品『心魂の歓奮』でフィールーズ・クバードに関する情報を記している　［NQ：92］。その

　際，ヤークート『諸都市辞典』から情報を引用している［cL　YaqOt：III．929　一　930］。ジ諸都市辞

　典』をハムドゥッラーの作品としているのは，バキュハノブの誤りであろう。

46）　Ne顧mi：1097，1100が該当するかQ
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ら名付けられている。［現在の3ヌフ（Noxay）の塒は，名前の関連性とその地勢とを考え

ると，まさにナヒヤ（Naxiya）あるいはナギヤ（Nagiya）であろうと言われ，古代の歴史

書の数々において，シルヴァーンの国の一部と（p．15）みなされている。

　古代，カスピ（Qaspl）という名の部族が，［ハザルの3海の海岸沿い，キュル川の右岸

に居住していた。ローマ人たちの間では，こハザルの3海は，彼らの名によって命名されて

いる。イスラームの民の間では，その沿岸にある諸地域［の名］に結びつけられ，「ハザル

の海」や「ゴルガーンの海（Bahr－e　Jorjan）」，「キ：t　一一一ラーンの海（Bahr－e　Gllan）」，「シル

ヴァーンの海（Bahr－e　girvan）」として知られる。

　カフカス［・コーカサス3という語は，まさにこのカスピ族の名とカーフ（Qaf）山［の

名］から合成されたものである。カーフ山は，llagクルアーン』においても言及こされ］，驚

異に満ちた場所ことされる3。様々な空想物語の本においては，悪鬼たちと妖精たち

（divan　va　pariyan）の安寧の地である。これらの本では，妖精たちの王は，「シャフバー

ル（Sahbal）」と呼ばれる。『ダルバンドの書』の著者は，アラブの軍勢がダゲスターン

［征服］に任命した将軍を，シャフバールあるいはシャー・バアル（Sah　Ba‘aDと呼んでい

る£cf．　DN：IOIi。現在でも，シャムハルの王国には，全ダゲスターンのうちで傑出して美

しい人々が住む村々があり，その1っは，「ペルアウル（Par－aw1）」という名を有する。

1元来3これは，「パリー・アーヴォル（Pari－avol）」，すなわち「妖－精たちの村」である。

　「Xラムの薔薇油（ゴレスターネ・エラム）」は，この上ない歓楽と愉悦に満ち，様々な川

と，実りの多い木々によって飾られ，カーフ［山コの近くにある，と［書物に3記されてい

るが，グバのシャブランの清らかさに満ちた平野£がそれに該当するもの］であるかも知れ

ない。実際，この説は，多くの人々の間でよく知られている。また，「エラムの薔薇園」と

は，ガラバーグにあるゴレスターン（Golestan）という名の場所である，と言う者もいる。

この地では，ロシアとイランの両政府の間で［ヒジュラ暦］1228年／品詞31813年にゴレ

スターン条約が結ばれている◎また，ここより高所の山地にある夏堅地は，現在でも「ゴレ

スターネ。エラム」と呼ばれている。

　イスラームの歴史家たちの大半は，コーカサスの山々のことを「アルボルズ（Alborz）

山」と呼んでいる。例えば，カーティプ・チェレビー（Kateb　Calabl）は，『世界を映す書

（lahdin－nαmdi）』において，次のように雷う。　fアルポルズは，『諸門の門（Bab　al－abvab）』，

すなわちダルバンドの西側にある。山脈に連なる山で，トルキスターン（Torkestan）から

ヒジャーズ（Helaz）まで，1，000ミールにわたって延びている。．そのため，これこそカー

フ山であると考えている者もいる」［JN：398i。

　ダルバンドの近くには，山地の中に2っの支脈（90‘be）があり，そのうちの1つが「大

カーフ（Qaf－e　bozorg）」，もう1つが「小カーフ（Qaf－e　kit6ek）」と呼ばれている。アラ

ブの古代の地理書では，この山脈は，まさしくそこで起こった諸々の戦いと勝利のために，

「勝利の山々」として知られている。
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　上述のもの以外の多くの類似［の話］もまた，（p．　16）カーフ山がまさにこのコーカサス

の山々であることを示している。数々の物語に記されたその特徴のいくつかは，暗喩の類に

属し，別の箇所で［記された特徴3は，全くの空想（‘adam－e　e鞭la‘）である。［そうなっ

てしまったのは，〕先人たちが，この驚異に満ちたlk々の［山］中やその北の方面の様子を

正しく把握していなかったためである。もしも，こういつた事情で，その地を居住可能地域

の最果て（axer－e　ma‘mere）と考えたならば，その地の屈強な体格で野蛮な性格の住民た

ち’1？）を「悪鬼」と，その秀麗さと端正さを世界の端々（afaq）で知られるにの地の3美し

い人々を「妖精」と名付けた，［という推測は，真実から］遠くなかろう。

　数多くの旅行者たちが世界中の諸地域を繰り返し探査し，東西の大洋を渡り，地球の裏側

にあるアメリカ大陸（eqllm－e　Amrlqa）さえも詳しく知られている現代において，カーフ

山は，次のように説明されている。すなわち，それは，空想を織りなす純朴な人々（sade－

10w阜an－e　vaheme－baf）が考えたものであって，どこにも存在しないのだ，と。

　未知なる古代の諸時代から，数多くの種々様々な部族がこのU一カサスの地において，戦

争や征服や，北から南，あるいはその逆の往来を行ってきた。また，この地の諸王圏の多く

を占回し，属住してきた。様々な民族の逃亡者や被慮者が，この地の通行困難な場所で，敵

の追跡から心を安めできた。イランの古代の王たち，とりわけ，ヤズデギルド・プン・パフ

ラーム・グール（Yazdgerd　b．　Bahr2m－e　Gar）’；　9’　）やヌーシーラワーン・プン。クバードは，

他の諸地方から多くの部族を連れてきて，数々の城や建物をこの境域に建設してきた。その

廃城の多くは，今も存在している。ギリシア人，ra・一マ人，ペルシア人，アルメニア人，グ

ン人，アヴァル人，トルコ人，ルス入，ハザル人，アラブ人，モンゴル人，タタール人と

いった様々な集団が，この［地方の］諸々の土地を自らの占有下に置いてきた。とりわけ，

シルヴァーン地方は，他のどの地方よりも騒乱の原因となることが多く，サファヴィー朝の

時代には，イランとオスマン朝の軍勢が，何度も入れ替り立ち替り，この地を占回してきた。

　この一帯の入々の血統は，様々な部族［の血統］の混合であることが知られている。実際，

［その〕なごりや，［古来の］名前，言語，習慣を，彼らの多くが残している。住民たちの性

質や能力の等級それ自体が，そのことに対する明瞭な証拠となっている。

　しかし，それらを仔細に確定することは，不可能である。以下のことが言える程度であろ

う。つまり，タバサランの一一部や，グバの西側部分，サムル川流域，キュレの人々は，主に，

様々な諸部族と混ざり合った古代の鍼H統に属している。そして，ダルバンドの近郊，タバサ

ランの大半，グバの王国の東側部分，シャキ，バクー，シルヴァーゾ9），（p．17）サリヤン

の住民は，ペルシア人，アラブ人，モンゴル人，タタール人［の三三が混ざり合った人々

47）　写本に従った［M－49：8a；B－2268：6b］。

48）　ササン朝君主ヤズデギルドH世（r．438－457）。

49）　ここでいう「シルヴァーン」は，シャマフとその周辺の地域のこと。
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である。〔この地で3暮らしてきたアルメニア人やユダヤ入も，その大半が時代の経過とと

もにイスラーム教徒と混合した。彼らは，タバサランやダルバンド，バクー一，グバ，キュレ

の各王国に非常に少数　シルヴァーンとシャキには比較的多く居住し，固有の宗教と言語を

奮している。様々な人々が混合した血統が残っていることに対しては，多くの部族や村々が

現在でも自身特有の名称や言語を奮していることが明白な証拠である。

　バクーの王国には，ズフ（Zix）の村があるが，ダゲスターンに［も］ズフの部族の末商

であるミヤトル（Miya㌻1a）［族］がいる。ミヤト（Miya㌻）に関しては，£大］プリニウス

やストラボン（EstrabUn）が彼らをこの一帯の古い住民の1つと記している。シャキやシ

ルヴァーンやグバにいるウディル［椥（Ud煎）は，ウデE　（Udi）の町の住民の一部で

あったのだろう。ウディは，西暦3世紀に，アルメニアの王たちの首邑であった。インディ

リ（Enderi）には，トゥマンラル（TUmanlar）と名付けられた地区［がある］。彼らは，

現在でもゴイス　［川］（Q6yse）の右岸からテムルグユ（TeymUr－qUyi）までの諸々の地

所や河川を所有しているが，そもそも最初からこの地に居住していたのである。トゥマンラ

ルの村と岡三に，バシュリの近くに，トゥマンシャーの民の末蕎であろう［人々がいるが］，

ヌーシーラワーンが彼らを［その地に〕住まわせたのである。クバチの民は，彼らの先祖た

ちの言葉によれば，ジェノヴァの民（㌻ayefe－ye　Janaviz）とユダヤ人からなる集団で，交

易のためにやって来て，その地に仕事場を建設した。そして，時の経過とともに，［元とは3

異なる集國へと変わっていった。また，タバサランの人々の多くは，ヌーシーラワーンがタ

バリスターン　（Tabarestan）とイスファハーン（E§fahan）から腐れて来たため，この地

域の名前もまた，タバリス八一ン50＞から変化したものと考えられる。

　また，アラブ人は，グバの2っの村，ダルバンドの1つの村，シャキの2っの村〔に居住

してい6］。シルヴァーンには大きな部族集団があり，そのうちの1分派は，自分たちの間

で，現在でもアラビア語で会話をしている。また，タバサランのダルヴァグ村でも，アラビ

ア語が用いられていたが，つい最近になって，放棄された。［しかし，3その村の老人たちの

一部は，今でもその諺語を覚えている。これらの諸王國に加えて，キュレ，タバサランと

いった王国や，サムル川流域では，ダゲスターン全’域と同様，自分たちの書き轡葉として，

アラビア文字とアラビア語を用いている。（p。18）

　グバのバルマク（Barmak）地区〔の人々コは，ハールーン・アッラシードの宰相であっ

たバルマク家のジャアファル（Ja‘far　Barmaki）の一族である。彼らは，ジャアファルの処

瑚の後にやって来て，この地を避難先に選んだのである。ザンゲネ（Zangane）族とハ

リッリ（XaMla）族とケンゲルリ（K：angar19）族はグバとシルヴァーンにおいて，ガラマ

ンル（Qaramanla）族とタカリ（Takalrk）族とシャムル（Samla）族とチャケルリ（Cak一

50）　写本に従った　£M－49：8b；B－2268：7a；cf．　GE　3133；r鞍：21⊃。
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ar16）族はシルヴァーンにおいて，オサッル（t§d116）族とアルシャリ　（‘Alga16）族とウ

スタジャッル（Ustajalla）族とガージャール（Qajar）族はグバにおいて，バヤート

（Bayat）部族はグバとダルバンドとシルヴァーンにおいて，ガラゴユンル（Qaraqay－

Un19）族とハラジュ（Xalal）族はシャキとシルヴァーンにおいて，彼ら以外にも多くこの

部族3が［様々な地方において3知られている。彼らは，テユルクメン人と同様の，様々な

トルコ人の一派であり，残りの諸集団はイランや小アジア（Rtm）で屡住するようになっ

ている。グバのジャガタイ村［の人々3は，モンゴル人の三三である。

　サムル川流域のミスキンジェ　（Meskenje）村この住民］は，アスタラーバード（Astar－

abad）の境－域から　［来た人々］で，サファヴィー朝のシャー・タフマースプ1世が連れて

来たものである。かの地方における同じ［名前の］村は，シーア派に属している。ヘズレ

［村］（Hazre）は，「御前嘩a多rat）」から変化した［地名］であるが，そこの人々は，上述

の帝王によってイランからグバの王国に連れてこられた。自分たちの祖先であるシャイフ・

ジュナイド（Seyx　Joneyd）の墓の近くに居住している。現在，彼らは，スンナ派に属し

ているのだが，そのこ村の3一地区は，今でもシーア派住民の地区として知られている。

　サムル川流域にあるミクラフ（Mekra9）村の人々や，カズイ・クムクの人々の多くは，

ルスの一族に属することで知られ，ハザル人による支配の時代にやって来た。彼らの外冤的

特徴や習慣の多くがそれに対する証拠であるのに躯え，カズイ・クムクの人々は，今でも，

挨拶の際に，お互いに帽子を脱ぎ，「イズロフ（izraf／x3POB［r謎：22］）」と言う。この語

は，「イ・ズダP一フ51）」が変化したものであろう。今でも，カズイ・クムクの町や，その

周辺地域の一部一この大きな町よりも　［住民の撫統が］種々雑多になっている　　に

は，3っの部族が居住している。こそれは，1ガッチこ族］（Ga6こi？），メチジェ［椥

（Ma66a？），クムク〔族］である。推測だが，ガッチ骸］はグン人とスラヴ人（Slavan）

とアヴァル人と（p．19）ハザル人の撫統に属しており，メチジェ［椥は，メッカ

（Makke）から変化〔した語〕で，アラブのクライシュ族（tayefewwye　QoreyS－e　‘Arab）の

一員であり，クムク［族］は古代のキャマーク［族の二三］であろう。

　この王国の人々の残りと，アクシャやカイタクの諸地区，スラク〔川コの右［岸3側にあ

るシャムハルの国［の人々］は，主に古い血統に属しており，アルメニア人とペルシア人と

アラブ人とトルコ入［の血］が混ざり合っている。スラク［川3の向こう側のクムクやミチ

キチ，アヴァル，［その他の］多数の集団は，純粋なる自由民（abrar－e　mabz）であり，古

代の薩統に属し，北方の様々な諸部族と混合している。

　つまるところ，この雄大さに満ちた山においては，理解できない固有の言語を持った未知

51）　9シア語版の該当箇所は，　「3AOPOB」となっている　［m：22］。原文の表記はfイーズダルー

　フ（lzdaraf？）」で，これは恐らくmシア語の「やあ，ご機嫌よう（m　3nOPOB）」の音写であろう。
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の集団の1つ1つが古代の部族の末蕎，ということもあり得るわけだ。時代という舞台の

様々な年代において，彼らは，数々の征服［事業］によって，また巨大な権力によって，よ

く知られている。こだが，コ現在では，その痕跡が全く存在せず，［ただ3数々の歴史書にお

いて簡単に記されている［だけである］Q

　カラムズィン52＞らの記述によると，アヴァル族は，トルキスターンの荒野において強勢で

あり，有名であった。中国（Xata）の歴史家たちの言によると，彼らはグン人の血統に属

し，彼ら［中国人コに隣接して［暮らして3いた。［西暦］2世紀にトルコ族に敗退し，南

の方面へと行き，別の諸部族と混合こした3。彼らのハーンであるディーザーヴォル（Diz－

avol）は，アッティラのように絶大な権力を得た。アルタKの山中において，二枚もの絹

の絨毯と数々の金の器で彩られたテントの中で，ur・一マ皇帝ユスティニアヌス　［1世］53）の

使者と贈り物を受け入れた。そして，彼と和平し，イラン人を相手に善く戦った。n一マの

歴史家たちの書葉によると，ディーザーヴォルの使者たちは，外見や性質が，自分たちの頭

を剃らず，長い髪をしていたこと以外は，完全にグン族と類似していた。アッティラの時代

［のこと］を知らされると，見物人たちの驚きは，いや増した。［西暦］568年，彼らは和平

を求めてコンスタンティノープルにやって来て，ユスティニアヌス帝に，「勇敢で負け知ら

ずのアヴァル族が，あなたとの友好を望み，褒賞や俸給，住み心地の良い土地をあなたに求

めている」と言った。彼は，アヴァル族の要求のどれをも捲絶する勇気がなかったQ

　アヴァルの血に飢えたカガン（Xan），バヤンは，ブルガール人たち（Bolgariyan）を破っ

て，殺害や掠奪を怠らず行った。チェコ人（Tayefe－ye　6ah）やその他のスラヴ人が居住

していたモラヴィア（MUraviya）やボヘミア（翫9amiya）を占有し，フランク王シギベ

ルト〔1世］54）を敗退させ，ドナウ河畔まで（p．20）来て，ランゴバルド（Lttngabard？）

族と同盟し，ゲピド人たち（Gabldiyan）の王朝を混乱させた。そして，ハンガリーを占領

下に置き，イタリア（ltaliya）征腋の考えに至った。晒暦3568年，アヴァル人たちの圏

は，エルベ（Alba？）川からイティル川まで広がっていた。

　バヤン・カガンは，晒暦3580年，黒海の北東沿岸部をトルコ人の手から奪った。翌年，

6万の騎兵とともにやって来て，その時まで独立していたドナウ河畔のスラヴ族を，殺害と

掠奪によって服従させた。年代記作者ネストル（Nas‡Or－e　movarrex）55）の言によると，

アヴァルのカガンは，［西暦］619年，ロ・一マ皇帝ヘラクレイオス（Herak1）を敗北させた。

52）H臨。肥鈎M駆a甑B四K：apal　13MH（1766　一　1826）。原文の蓑記はQaramzin。

53）　原文では，YUtstaniyan。ロシア語形王OcTe朋細［rM：23］の音写であろう。

54）原文では，「フランクのガラール，スィーグバルト（S遠bart，　qaral－e　Farang）j。ロシア語版

　、における国記「フランクの王［＝カローリ］，スィグベルト（Ci4r6ePT，1〈opoπtS　OIpam〈oB）」［r蕪：

　23］の音頭であろう。

55）　ロシア語での呼称r年代記作者ネストル（｝ieCTop丑ero猟猟ce舐）」の1葭訳。
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ヘラクレイオスは，ようやく生き延び［たものの］，捕虜となってしまうほど〔の敗北］で

あった。［ヒジュラ翻　4年／回暦］626年，コンスタンティノープルを包囲したが，目的

を達成できずに終わった。この部族は，その後，様々な土地で種々の三囲と熾烈な戦いを行

い，徐々に弱体化していき，晒願　9世紀初頭には名が聞かれなくなり，別の諸部族と混

合した。彼らの墓から入手された多くの高価な物品から，彼らはそれほど野蛮ではなく，イ

ランや中圏やU一マとの交易関係を有していたことが明らかとなっている。

　彼らのうちの一一集樹は，現在でもコーカサスの山中におり，［他とは3異なる言語と固有

の首領，自分たちの慣習を回している。このアヴァルのカガンは，「アヴァルのウスミ

（Osmi－ye　Avar）」とも呼ばれるが，［ヒジュラ暦3圭140年／［西暦］1727年に，　mシアの

軍営にやって来て，以下のごとく表明した。すなわち，圏をその手から失った彼の檀先の1

人がロシア皇帝の助力によって然るべき地位に任命された。彼の命令書（farman）は，今

でも存在している，と。そこでよく調べてみたところ，それはチンギス・ハーンの息子ジョ

チの息子バトゥによる［命令書］であることが判明した。こバトゥは，］ヒジュラ暦7世紀に

ロシアの王国を占有下に置いたこ人物である］。

　グニブ（Grkneb？）一しばしば，落ちることのあるバー［9］が加えられる　　の村

の住民は，醜い顔で野蛮な性質の部族である。グンあるいはフン［の末蕎コであろう。エン

デレル（‘Andalal）地区にあるこの村は，多くの田畑や牧草地，河川，森を含んだ，非常に

道の険しい山頂に存在し，およそ100家族を有する。この村の住民は，性質の悪さで有名で，

主に彼ら自身の間で争い，背は低く，顔は醜い。［その性質の悪さは〕その地区の他の人々

からとりわけ際立っ類のものである。

　タバサランにある8つの村　　　すなわち，ジャルカン（∫alqan），ルカル（ROka1），（p。

21）マガティル（Maqa㌻ir），カマフ　（Kamax），ズィドゥナン　（Zidiytin），フメイディ

（Eomeydi），ムタイ　（Moia‘i），ビルハディ（Bi轟adi）一はアヌーシーラワーンがダル

バンドの壁に結合するように建設し，現在でもその遺構が知られている町の周辺にあるQ古

代ペルシアの言語のiつであるタート語（zaban－e　Tat）を有している。彼らは，ペルシア

の畏であり，その町の滅亡の後，上述の三々に居住するようになったことが知られている。

ビルハディの村の付近にあるこの購には，驚くべき技巧が凝らされた門がいまだに存在して

いる。推測するに，「鉄の門（バーブルハディード）（B護bal諏adid）」と1ま，まさにこれの

ことだろう。村の名はそれに由来し，多くの用例で「ビルハディ」となっている。シャマフ

の町と，グディヤル（Qodiyal）の陶‘一現在のグバの町　　　の間にある諸地区，例え

ば，シルヴァーンにあるホヴズ（耳owの，ラフジュ（Lahej），ゴシュンル（QOgttnla）や，

グバにあるバルマク，シャシ”パラ（SaSpare），ブドゥグ（Bodαq）の下地区，6っの

テユルクメン人の村を除くバクーの王国の全域では，このタート語を用いている。彼らの起

源もまたペルシア人であることが知られている。

　また，こ他とは］異なる言語を持つフナルグ（Xenaleq？）村を除いたグバの王圏の西側，サ
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ムル川流域，キュレ，タバサランの2つの地鼠，すなわちデレ（Dare），エフメルリ（A取marlO）

は，固有の雷語群に属する様々な言語を有している。テユルク語話者たちは，［その雷語を］

「モンゴル語」と呼んでいる。『ダルバンドの書』や他の数々の類書の記述によると，この部

族は，アランのマサゲトの廊統である。バクーにあるマシュガター（Ma§q鎮a‘）村

スィ・一ン［　ew］がシーン［」胡と変わ［って，マスガターと発音され3ることもある

の人々もまた，この部族に属するのだろう。彼らは，バクーの住民の言語を受け入れたとは

いえ，行儀や性質の点では，いまだにこの王闘の人々とは異なる美点を有している。

　タバサランの残りの諸地区には，また別の言語がある。［上述の村や地区とは3別の4っ

の村一すなわち，マガルティ（Ma塞artD，マグラガ（Marage），フチュニ（X豊6nD，

チラグー一や，ダルバンドの［南北コ両側にあるウルチュ（Ulits）〔地区］やテレケメ（Tar－

akeme）〔地区］の全ての村々や，こダルバンドの3町そのもの，グバ［地方1のティプ

（Tip）やミュスキュル（MoskEr）やシャブランといった諸地区や，［グバの］騎そのもの，

シルヴァーンの残りの諸地区とこシャマフの］町は，サリヤンや（p．22）バクーにある

テユルクメン人の6っの村，シャキの王国の全域と高じく，テユルク語を有している。［そ

の住艮は，3主にテユルクメン人やモンゴル人やタタール人の曲統である。一部は，サファ

ヴィー朝時代のオスマン朝とイランの軍勢による戦争の時に，［また一部は3それより後に

やって来た。彼らの言語は，テユルク語群に属し，アルメニア地方やアーザルバーイジャー

ン地方の全域，イランの大半に分布しているそれと同様のもので，オスマン語，チャガタイ

語，クムク語，ノガイ語の中間である（motavasse㌻dar　miyan－e　e§‡ela麺t－e‘Otmani　va

Jagatay　va　Qomaq　va　Na願y　ast）。しかし，それぞれの言語に必須となる綴り字や文法

の規則は，いまだにこの信言翻のために確定していない。

　ダゲスターンの多数の国々　（emarat）や数々の集団は，多くの言語群と数えきれないほ

どの譲’語を記している。端的に蓄’えば，一般的にそれらを5っの言語群こに分類するの］が

通例である。第1に，テユルク語群であり，クムク語は，平野部一すなわち，カイタク

の下地区：，シャムハルの国，クムクーにおいて使用されている。他の諸地域の人々の多

くもまた，この雷語群［の言語］を有している。第2に，アヴァル語群であり，アヴァル人

の圏の全域に広まっており，その地の無数の集闘の大半が使用している。また，その他の多

く［の集団も用いている。第3に，アクシャの5つの地区の言語群であり，スルヒや，カ

イタクの上手の諸地区のうちの1っ，クバチ村では，多様であるのみならず〔他とはコ異

なった言語をしゃべっている。第4に，カズイ・クムクの雷語群であり，この王罵に分布し

ている。第5に，ミチキチ語群であり，例えば，シ＝ブト（90b“t）やジャルミ（Jarili）56）

などといった，この王国やその上手の地区に三三［の言語群］である。

56）写添に従った〔M－49：11a；B－2268：8b］。カタカナ転写はuaシア語版［rM：25］に従った。
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　また，ズンタル（ZOm㌻al），バクトゥラル（Baqtolal），ジャマラル（∫amalal），アンディ

ブ（‘Andeb），カプチャイ（Qap擾薇y），アンッフ（An§αx），ジニク（∫aneq？），ザフル

（Zaxgr），アクバフ（Akvax），カバラル（Qabala1）といった集囲や，カズイ・クムクに属

しているクバチやアルチ＝ブ（‘Ar69b）57）の村や，それら以外の多く［の集団や村3は，種々

様々な書語群や言語を有している。それらの分析は，また別の研究に拠る緊要がある］。

　アルメニア人やユダヤ人を除くシルヴァーン地方の住民は全員，イスラームの信仰を有し

ており，一部はシーア派，一部はスンナ派である。バクーの王国の全て，ダルバンドの大部

分，シルヴァーンの半分，サリヤンの金て，シャキとグバの一部は，シーア派である。シル

ヴァーンの半分，シャキとグバの大半，ダルバンドのごく一部，（p．23）タバサラン新体，キュ

レ，ミスキンジェを除いたサムル川流域，ダゲスターンの全域はスンナ派である。この宗派

には，さらに2っの分派がある。1っはハナフィー派，もう1つはシャーフィ宮一派である。

グバとシャキとシルヴァーンでは［両派が］混在しており，サムル川流域やタバサランの

キュレ，ダルバンドのスンニ派地区は，ダゲスターン全体と同様，シャーフィイー派である。

　もし，この一帯における瀬々や諸部族，諸々の建築物，古代の遺構の数々の様子が仔細に

検証されれば，それらの［検証］結果（ayene）の1っ1つが，にの一帯の］住民の血統

に対する証拠となるだろう。

む　す　び

　本稿で訳出した『エラムの薔薇園』前文および序章から，バキュハノブの学識のあり方や，

彼の歴史・地理認識がある程度明らかとなった。

　バキュハノブは，非常に幅広い知識を有していたが，それは，いわゆる　“イスラ・一ム世

界”の学問にのみ基づくものではなかった。彼は，それら“伝統的”な学問に，ロシア経由

で取り入れた“新知識”を融合させた，新しい知識体系を構築していたのである。そもそも，

テユルク語話者であるバキュハノブがペルシア語とロシア語でこの著作を行ったということ

自体に，19世紀前半のコーカサス地方における学識のあり方が表れていると言えよう。

　また，『エラムの薔薇園』においては，シルヴァーン地方とダゲスターン地方との連続性

が強く意識される一方で，アーザルバーイジャーン地方との連続性は意識されていないこと

が明らかとなった。バキ＝ハノブは，歴史を共有する1っのまとまりとして，「菓コーカサ

ス地方」という地理認識あるいは歴史認識を有していたのである。その一方で，『エラムの

薔薇園誰においては，「南コーカサス」に該当する地理認識は，ほとんど見られない。

　少なくとも，18世紀から19世紀前半においては，南北コーカサス地方という区分法より，

57）写本に従った［M－49＝11a；B－2268：8b；cf．　FM：251。
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陳コーカサス地方」という区分法の方が実態に即した，より有効な区分法である，という

主張もなしうるのではなかろうか。以上の私見を示すことで，本稿のむすびに代えたい。

［付記］本稿は松下国際財団2009年度研究助成の成果の一部である。
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